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最
初
に
淺
津
光
孝
氏
（
常

務
理
事
、
淺
津
中
小
企
業
診

断
士
・
社
労
士
事
務
所
）
が

「
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に

お
け
る
論
理
の
落
と
し
穴
に

関
す
る
一
考
察
」
と
題
し
て

報
告
。
戦
時
下
に
お
け
る
戦

略
上
の
リ
ス
ク
の
課
題
解
決

の
事
例
を
取
り
上
げ
、
損
害

軽
減
に
向
け
て
展
開
さ
れ
た

帰
納
法
と
ア
ブ
ダ
ク
シ
ョ
ン

と
い
う
二
つ
の
拡
張
的
推
論

に
よ
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
提

案
の
流
れ
を
、
ロ
ジ
カ
ル
シ

ン
キ
ン
グ
の
手
法
を
用
い
て

整
理
し
可
視
化
を
行
っ
た
。

そ
こ
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
推

論
の
プ
ロ
セ
ス
の
特
徴
と
長

所
・
短
所
を
洗
い
出
し
比
較

検
討
を
行
っ
た
。
さ
ら
に
ア

ブ
ダ
ク
シ
ョ
ン
に
よ
る
推
論

を
応
用
し
た
研
究
事
例
と
し

て
、
自
身
の
研
究
論
文
（
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
に
お
け
る
意
図

さ
れ
た
偶
発
性
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
の
究
明
が
テ
ー
マ
）
に
基

づ
き
、
ア
ブ
ダ
ク
シ
ョ
ン
の

プ
ロ
セ
ス
の
流
れ
に
関
し
、

段
階
を
追
っ
た
解
説
を
行
っ

た
。
一
方
、
課
題
解
決
に
お

け
る
Ａ
Ｉ
の
参
入
と
い
う
新

た
な
展
開
に
対
す
る
考
察
を

試
み
た
。
未
知
の
情
報
や
現

象
か
ら
で
も
新
た
な
発
見
や

革
新
の
仮
説
を
生
む
こ
と
が

で
き
、
高
い
創
造
性
を
も
っ

た
発
見
や
革
新
を
も
た
ら
す

ア
ブ
ダ
ク
シ
ョ
ン
の
Ａ
Ｉ
に

は
な
い
優
位
性
、
有
用
性
を

主
張
し
た
。
ま
た
、
ア
ブ
ダ

ク
シ
ョ
ン
に
よ
る
副
次
的
な

メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
仮
説
の

生
成
過
程
で
の
試
行
錯
誤
お

よ
び
、
そ
れ
に
伴
う
多
方
面

の
研
究
者
と
の
交
流
に
お
け

る
知
の
探
索
が
も
た
ら
す
創

発
性
を
挙
げ
た
。

　
結
び
と
し
て
、
経
営
学
に

お
い
て
、
王
道
と
し
て
の
実

証
に
基
づ
く
研
究
と
並
ん

で
、
ア
ブ
ダ
ク
シ
ョ
ン
に
よ

る
革
新
的
な
仮
説
を
導
く
推

論
の
も
た
ら
す
研
究
の
可
能

性
に
つ
い
て
言
及
し
た
。

　
続
い
て
、
饗
庭
正
氏
（
元

損
保
ジ
ャ
パ
ン
）
が
「
令
和

６
年
能
登
半
島
地
震
に
み
る

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
リ
ス
ク
の
検

証
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
研
究

報
告
を
行
っ
た
。
冒
頭
、
同

研
究
の
問
題
の
起
点
と
し
て

「
今
回
の
地
震
に
お
い
て
、

救
助
・
救
援
や
復
旧
・
復
興

に
著
し
い
遅
れ
が
生
じ
て
い

る
。
そ
の
原
因
の
所
在
や
ソ

ー
シ
ャ
ル
・
リ
ス
ク
と
の
関

連
を
検
証
し
、
今
後
の
課
題

等
に
も
言
及
す
る
」
と
述
べ

た
。
次
に
地
震
の
特
徴
を
５

点
挙
げ
、
特
に
被
害
形
態
の

多
様
化
に
つ
い
て
、
過
去
の

地
震
被
害
と
比
較
し
つ
つ
強

調
し
た
。

　
続
い
て
今
回
の
地
震
で
抽

出
し
た
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
リ
ス

ク
を
、
①
高
齢
化
②
社
会
イ

ン
フ
ラ
③
小
規
模
自
治
体
④

耐
震
化
率
⑤
そ
の
他
―
と
分

類
し
て
背
景
説
明
を
行
っ

た
。
全
国
平
均
を
大
き
く
上

回
る
高
齢
化
が
、
家
屋
か
ら

の
脱
出
や
避
難
を
困
難
に
さ

せ
、
老
朽
化
し
た
社
会
イ
ン

フ
ラ
の
問
題
点
や
小
規
模
自

治
体
の
対
応
の
在
り
方
、
耐

震
化
率
の
低
さ
等
の
現
況
に

つ
い
て
報
告
し
た
。
ま
と
め

と
し
て
、
今
回
の
地
震
は
ソ

ー
シ
ャ
ル
・
リ
ス
ク
の
同
時

多
発
化
、
複
雑
化
、
複
合
化

し
た
こ
と
が
、
さ
ま
ざ
ま
な

遅
れ
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
を

指
摘
し
、
今
一
度
ソ
ー
シ
ャ

ル
・
リ
ス
ク
の
原
点
に
立
ち

返
り
つ
つ
、
今
後
の
自
然
災

害
に
備
え
る
べ
き
だ
と
力
説

し
て
総
括
し
た
。

　
最
後
に
、
上
田
理
事
長
が

登
壇
。
「
職
場
に
お
け
る
Ｗ

ｅ
ｌ
ｌ
―
ｂ
ｅ
ｉ
ｎ
ｇ
の
醸

成
法
～
Ｗ
ｅ
ｌ
ｌ
―
ｂ
ｅ
ｉ

ｎ
ｇ
経
営
の
核
と
な
る
要
因

と
『
つ
な
が
り
』
重
視
の
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
・
プ
ロ
ッ
セ
ス

～
」
と
題
し
、
講
演
し
た
。

　
上
田
氏
は
従
来
、
自
身
が

日
ご
ろ
考
え
て
い
る
理
想
の

会
社
像
に
つ
い
て
「
社
員
の

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
が
最
高

度
に
発
揮
で
き
、
自
由
闊
達

で
危
機
に
強
く
、
夢
が
あ

り
、
つ
な
が
り
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
る
雰
囲
気
の
良
い

会
社
」
と
主
張
し
て
お
り
、

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
定
義

と
し
て
は

「
心
身
共
に

良
好
で
社
会

的
に
良
好
な

関
係
を
持
つ

職
場
、
例
え

ば
、
職
場
だ

っ
た
ら
上

司
、
後
輩
、
こ
う
い
っ
た
人

た
ち
と
の
関
係
や
地
域
と
の

関
係
が
良
い
関
係
に
あ
る
状

態
」
と
し
て
い
る
。
ま
た
、

上
田
氏
は
以
前
か
ら
研
究
し

て
い
た
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
に
つ

い
て
、
「
危
機
に
陥
っ
た
個

人
や
組
織
が
危
機
か
ら
は
い

上
が
っ
て
い
っ
た
要
因
に
つ

い
て
、
個
人
と
組
織
で
ど
う

違
う
の
か
。
今
日
の
テ
ー
マ

の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
場

合
は
ど
う
か
。
個
人
と
組
織

で
違
う
の
か
ど
う
か
」
と
い

う
問
題
を
投
げ
掛
け
、
結
論

と
し
て
、
答
え
は
極
め
て
常

識
的
で
あ
り
、
逆
境
か
ら
は

い
上
が
る
に
は
「
独
り
で
は

で
き
な
い
、
何
か
（
誰
か
）

と
の
『
つ
な
が
り
』
が
必
要

だ
」
と
強
調
し
、
多
く
の
事

例
研
究
を
通
じ
て
実
証
し

た
。
自
身
の
苦
い
経
験
も
理

論
構
成
に
取
り
入
れ
、
仕
事

の
場
に
お
け
る
「
褒
め
る
こ

と
」
の
重
要
性
を
強
調
し
、

講
演
を
終
了
し
た
。

　
最
後
に
戸
出
会
長
が
閉
会

の
辞
を
述
べ
、
関
西
部
会
を

終
了
し
た
。

上田氏

亀井氏

山田氏

淺津氏

饗庭氏

Ｓ
Ｒ
Ｍ
学
会
２
０
２
４
年
度
関
西
部
会
開
催

上

田

理
事
長「
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
醸
成
法
」講
演

淺
津
氏
、饗
庭
氏
が
研
究
報
告

　
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
会
（
Ｓ
Ｒ
Ｍ
学
会
、
理
事
長
・
上
田
和

勇
専
修
大
学
名
誉
教
授
）
は
８
月
３
日
、
今
年
度
の
関
西
部
会
を
大
阪
市
中
央
公
会

堂
大
会
議
室
で
開
催
し
た
。
当
日
は
副
理
事
長
の
亀
井
弘
明
事
務
局
長
（
日
新
火

災
）
の
総
合
司
会
に
よ
り
、
関
西
部
会
担
当
常
務
理
事
の
山
田
秀
樹
氏
（
大
阪
家
庭

裁
判
所
参
与
員
）
の
歓
迎
の
言
葉
に
続
き
、
上
田
理
事
長
が
開
会
を
宣
言
。
そ
の

後
、
亀
井
事
務
局
長
の
司
会
に
よ
り
、
２
氏
に
よ
る
研
究
報
告
と
上
田
理
事
長
の
講

演
が
行
わ
れ
た
。


